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 ウィルフリド・セラーズが「経験論と心の哲学」(以下、EPMと略記)の中で展開した知覚

的知識に関する認識論的立場は、ロバート・ブランダム、ジョン・マクダウェル、マイケ

ル・ウィリアムスを始め、多くの論者に多大な影響を与えた。彼が EPMにおいて行う認識

論的議論は、「知識とは何か」という問いに答えるというよりもむしろ、知覚者のなす「報

告」に焦点を当て、「その報告が知識の表現であるのはいつか」という問いに答えるもので

ある。彼の見解は簡単にまとめると次のとおりである。ある主体 S にφであるようなあ

る対象が現前しているとする。このとき、Sの「これは φである」という報告が知覚的知

識の表現であるのは次の条件がすべて満たされているときまたそのときに限る:  

(i) その報告が Sの、〈その対象が標準的条件において見られているときそのとき

に限り「これは φ である」の顕在的ないし潜在的なトークンを生み出す〉とい

う傾向性の表出である  

(ii) その傾向性は Sによって獲得された因果的性質である  

(iii) その報告が「権威」を持っている （「第一のハードル」） 

(iv) S が、自らの報告が権威を持っていることをある意味で知っている。（「第二

のハードル」） 

 このセラーズの見解は、特に(i)の条件に見られるように、後年になってアルヴィン・ゴ

ールドマン(1979)によって広く知られるところとなった信頼性主義の洞察を含みながらも、

一方で(iv)という内在主義的要素も併せ持つという特徴を持っている。しかし、一方で(iv)

は彼の立場を「悪名高い強い内在主義
、、、、、、

」(Rosenberg 2007, p. 248, 強調原著者)とするも

のであり、これまでに多くの批判にさらされてきた（Alston 1989, Brandom 1997 など）。 

 セラーズの課す条件(iv)は、そのままでは確かに強すぎるかもしくは認識論的に問題が

ある。一方で、彼のアイデアにはやはり見るべきところがあると思われる。そこで、セラ

ーズの後継者たちは、様々な仕方で彼の見解が抱える問題を回避しながらも彼のアイデア

を引き継ごうとしてきた。例えば、ブランダムは外在主義を、マクダウェルは選言説を、

ウィリアムスは文脈主義を取りながら、セラーズの路線を引き継ごうとしている。また一

方で、ウィレム・ドフリース(2005)やジェイ・ローゼンバーグ(2007)のように、セラーズ

自身の内在主義的見解を守ろうとするものもいる。 

 本発表では、セラーズが EPMにおいて認識論を「報告」と「権威」をキーワードに展開

した点に注目し、セラーズが問題含みの第二のハードルを課した理由を考察したい。その
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上で、セラーズを引き継ぐ諸立場のうちいずれのものが、セラーズの洞察を最も良く生か

しかつ認識論的に問題のない立場であるのかを探求したい。 
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